
ITER だより�インフォメーション

１．第２回日中韓 ITER国内機関技術会合
中国，日本，韓国による第２回日中韓 ITER国内機関技

術会合が，７月２０－２２日に京都府木津の日本原子力研究開

発機構の関西光科学研究所で，日本がホスト国となって開

催された．会議には各国の政府関係者も含め，中国，韓国

及び日本から合計約４０名が出席し，ITER機器の製作技術

に関する意見交換を行い，ITERプロジェクト成功に向け

た３か国の強固な協力関係を再確認した（図１）．

会議初日にはレセプションが行われ，各国政府関係者に

よる式辞の中で，ITERプロジェクトの着実な進展には，

３か国の強固な協力が必須であることが共通に表明され

た．技術協議では，各国内機関長が第１回の技術会合（平

成２６年１２月）からの調達機器の進捗報告を行い，その後，

ブランケット，ダイバータ，テストブランケットモジュール，

超伝導導体，超伝導コイル，真空容器，及び計測等の調達

機器に係る品質保証・管理及び技術的課題に関する１５件の

取組み事項について，プレゼン及び議論が行われた．前回

会合で項目毎に割り当てられた主担当者は，他国の担当者

と密接に連携して議論を主導し，今後のアクションをまと

め上げることができた．また，３か国の国内機関は今後統

合したプロジェクトチームとして ITER機構に品質保証・

管理における共同案を提出することで合意した．

次回は来年に韓国にて開催する予定である．

２．NBTF 用高電圧電源製作の進展
ITER 計画の下，現在，ITER用中性粒子入射装置と同等

な性能を有するNB実機試験施設（NBTF）をイタリア・パ

ドバのRFX研究所に建設中である．原子力機構は，NBTF

用の直流発生器や電力を伝送するトランスミッションライ

ン（TL）等，NBTF電源の中核機器の調達を担当しており

（図２），直流発生器の一部の製作を完了した後に，TLの

製作と工場試験を進めてきた．

TLは全長100 m，直径1.5～2 mの金属管内に電位の異な

る導体が通線された構造を有している．導体間の絶縁距離

を短くするために，金属管内には，高圧力（６気圧）の絶

縁ガス（六フッ化硫黄ガス：SF6）を封入する．このため，

イタリアの圧力容器規制（Raccolta VSR）に従って，金属

管を設計・製作し，イタリア高圧ガス協会の許認可を得

た．金属管内には，５つもの異なる電位の導体が通されて

おり，各導体はエポキシ製の絶縁スペーサーで金属管から

支持されている．最大電位１００万ボルトの導体内部には

ビーム源に供給する高周波電力用同軸導体や計測信号線な

どが通線されている．絶縁スペーサーの長さや形状，導体

の配置については高電圧導体間の電界の他，金属管内のご

みの集塵効果による耐電圧低下を防止するために接地電位

である金属管内底面部にも許容電界を定め，詳細な電界計

算により寸法や配置が決定された．さらに，金属管の支持

構造は，地震や熱伸びによる応力集中を避けるために，最

大 40 mmスライドする機能を有している．

これまでに全長約 100 mの TLの８割の製作を終了して

おり，その内約５割に相当する部分の耐電圧試験を完了し

ている．TLの耐電圧試験（図３）では，直流１２０万ボルト

（常用電圧の 1.2 倍）での長時間保持試験（１時間）や電源

システムの出力動特性を考慮した変動電圧印加試験等，

ITERの要求性能すべてに合格した．今後残りの部分の試

験を完了させ，計画通り９月中旬にRFX研へ輸送を開始す

る予定である．

（日本原子力研究開発機構 核融合研究開発部門）
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図２ NBTF電源システム．

図１ ７月２０‐２２日に京都府木津で開催された第２回日中韓 ITER

国内機関技術会合の参加者． 図３ 伝送ラインの耐電圧試験（左）と内部断面構造（右）．
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インフォメーション

■核融合炉実現を目指す革新的エネルギー循環工
学研究設備完成披露見学会の開催

相良明男

（核融合科学研究所 核融合工学研究プロジェクト）

１．概要

２０１５（平成２７）年５月２５日，岐阜県土岐市の核融合科学

研究所におきまして「核融合炉実現を目指す革新的エネル

ギー循環工学研究設備完成披露見学会」を執り行いまし

た．これは，平成２４年度の特別経費及び補正予算により導

入された研究設備群の整備が完了し，共同利用・共同研究

に使用できるようになりましたので，広く大学等や地元の

関係者及び報道関係者等に公開することを目的として開催

したものです．文部科学省及び地元の関係者，国内の大学

及び研究機関，企業１１社，報道関係８社など，約１００名の参

加がありました．開会式では，研究所の竹入康彦所長の挨

拶，来賓祝辞及び祝電披露に続き，見学会で公開される設

備の概要を研究所の核融合工学研究研究総主幹（筆者）か

ら説明しました．その後，４つのグループに分かれて施設

見学を行いました．

施設見学では，総合工学実験棟，大型ヘリカル実験棟，

超伝導マグネット棟の３つの研究棟を巡回し，それぞれに

おいて「熱・物質流動ループ装置（Oroshhi-2）」，「超高真

空クリープ試験装置」，「高温静水圧焼結接合試験システム

（HIP）」，「超高熱負荷試験装置（ACT2）」，「イオンビー

ム解析装置（IBA）」，「超高分解能電界放出型走査電子顕

微鏡（FE-SEM）」（以上，総合工学実験棟），「透過型電子

顕微鏡（TEM）」，「集束イオンビーム／電子ビーム加工観

察装置（FIB-SEM）」（以上，大型ヘリカル実験棟），「温

度可変低温設備」，「大口径高磁場導体試験装置」（以上，

超伝導マグネット棟）の主要１０設備を見学していただきま

した．

施設見学の後には特別記念講演会を開催し，橋爪秀利東

北大学教授と功刀資彰京都大学教授から，それぞれ「ヘリ

カル型核融合炉が先導する革新的高温超伝導マグネットの

世界」，及び「Oroshhi‐２をコアとするエネルギー循環工学

研究の国際COE形成と人材育成」と題するご講演をいただ

きました．

詳細については研究所ホームページ

http://www.nifs.ac.jp/press/150525_001.html

http://www.nifs.ac.jp/press/150525_002.html

をご覧ください．

なお，「革新的エネルギー循環工学」は，世界トップレ

ベルの当該研究設備群を国際的な研究拠点とする統合的な

研究の進め方についての新しい名称です．具体的には，核

融合工学をエネルギーの生産・変換・輸送・効率の統合科

学と見ることによって，より広い分野の大学や産業界の最

先端研究との連携や，更には生理学，分子生物学，宇宙工

学，地球物理，等との異分野融合も併せて，国内外の研究

ネットワークの機能強化に積極的に貢献する計画です．こ

れによって，核融合炉の早期実現に必要な技術の高度化を

加速するとともに，広範な分野での国際的人材育成や資源

活用の効率化を進める計画です．

２．主要１０設備

（１）「熱・物質流動ループ装置（Oroshhi-2）」は，将来の

核融合炉で発生した熱エネルギーと，核融合燃料として自

己生産する水素同位体を分離回収するブランケットに関す

る技術開発研究および特性試験を行うための統合装置です

（separated heat and hydrogenで shh）．高効率先進ブラン

ケットの熱輸送媒体候補である溶融塩（ここではFLiNaK

で模擬）と液体金属（LiPb）を各独立に３００～６００℃で強制

循環可能な，世界唯一のツインループ装置です．超伝導コ

イルが発生する流動直交３テスラの磁場は世界最強であ

り，その影響を調べることもできます．

（２）「超高真空クリープ試験装置」は，長期間に渡って材

料に力を加え（クリープ），その変形の様子から材料強度

を調べる装置です．超高真空中での試験が可能で，最高

９００℃での高温試験でも材料の酸化を防げます．核融合炉

での放射化を抑えつつ，高温強度を向上させた新材料の開

発に用います．

（３）「高温静水圧焼結接合試験システム（HIP）」は，最大

２，０００気圧，最大２，０００℃の高温熱処理で，粉末材料を押し

固めての成型や，異種材料の接合を行う装置です．直径

10 cm，高さ 24 cm，重さ 24 kg までの材料であれば加工で

きる中規模装置です．核融合炉のための高性能かつ多機能

な先進材料の様々なアイディアを迅速に試験できます．

（４）「超高熱負荷試験装置（ACT2）」は，核融合炉の高温

プラズマから真空容器壁を守るダイバータの研究を行うた

めの装置です．強力な電子ビームを走査（スキャン）する

ことで材料表面に超高熱負荷を与えます．電子銃を強化

し，従来の 100 kWから300 kWに高出力化しました．電子

ビーム走査幅も 10 cmから 50 cmに増大し，大型材料の試

験が可能となりました．

（５）「イオンビーム解析装置（IBA）」は，端子電圧１００万

ボルト（1MV）のタンデム型（２段加速）で，水素あるい

はヘリウムのイオンビームを加速し，これを材料試料に打

ち込むことで表面から内部まで様々な絶対定量分析を非破

壊で行うための装置です．材料の表面に堆積している元素

の深さ分布や，材料中に捕捉されている水素同位体弁別と

その深さ分布，ppm（百万分の一）レベルの微量元素高感

度分析などが非破壊で可能です．

（６）「超 高 分 解 能 電 界 放 出 型 走 査 電 子 顕 微 鏡

（FE-SEM）」は，ナノメートルレベルでの表面観察や高分

解能での組成分析が，長期間安定した条件で可能な電子顕

Journal of Plasma and Fusion Research Vol.91, No.9 September 2015

６２１

The Japan Society of Plasma Science and Nuclear Fusion Research

NII-Electronic Library Service



微鏡です．10 cm程度の大きさのサンプルでもそのまま分

析することが可能です．

（７）「透過型電子顕微鏡（TEM）」は，２０万ボルトで加速

した電子により，材料内部の微細構造や元素分布を原子レ

ベルで観察する透過型電子顕微鏡です．透過像や二次電子

像など複数の像観察を統合処理し，組成像マッピングや三

次元トモグラフィを得ることが可能です．

（８）「集束イオンビーム／電子ビーム加工観察装置（FIB

-SEM）」は，材料から厚さ１００ナノメートルのTEM観察用

の超薄断面試料片を作る作業と同時に，微細構造や結晶方

位，組成分析が可能な装置です．ガリウム（Ga）イオン銃

と電子銃のデュアルビーム仕様です．

（９）「温度可変低温設備」は，各種超伝導試験装置の極低

温までの冷却を行うための設備です．温度可変機能の追加

によって高温超伝導の研究にも対応できるようになりまし

た．

（１０）「大口径高磁場導体試験装置」は，核融合炉と同じ

強磁場環境下で超伝導導体の特性を調べるための設備で

す．既設の最大磁場９テスラの試験空間を，１３テスラで直

径 70 cmの世界最大級試験空間まで増強しました．

なお，施設見学では時間の都合でご覧いただけませんで

したが，この他にも高速衝撃試験装置，グロー放電発光分

析装置（GD-OES），高分解型昇温脱離ガス分析装置

（TDS），フーリエ変換赤外線分光光度計（FT-IR），電子

ビーム溶接機，等も整備しましたので，詳細は共同研究公

募案内 http://www.nifs.ac.jp/collaboration/index.html を

ご覧ください．

３．まとめ

施設見学では参加者の皆様から様々な質問を多数お受け

するなど，大変盛況でした．特別記念講演会でも，今後の

核融合工学研究や人材育成の進め方について，貴重なご示

唆をいただきました．改めて，参加していただいた方々に

感謝申し上げます．

今回整備した世界トップレベルの研究装置群は全て，今

年度から共同利用・共同研究にお使いいただけるようにい

たしました．そのための安全を確保する体制や手順につい

ても整備しています．今後は，国内の大学・研究機関との

共同利用・共同研究はもちろんですが，産業界や自治体，

更には国際的な研究連携も積極的に進めることによって，

開かれた視点での「革新的エネルギー循環工学」の拠点を

形成し，異分野融合から新分野創成も視野に入れながら，

核融合炉の早期実現に向けた工学研究を加速する計画で

す．若手を含めて，これまで以上に多くの分野の方々から

革新的なアイディアをご提案いただき，本設備群を効果的

にお使いいただければ幸いです．

（原稿受付：２０１５年８月３日）

熱・物質流動ループ装置 Oroshhi-2 超高熱負荷試験装置 ACT2

透過型電子顕微鏡 TEM 大口径高磁場導体試験装置

主要装置と施設見学の様子．
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インフォメーション

■会議報告
第４２回European Physical Society Conference on
Plasma Physics（EPS）

南 貴司（京都大）

沼田龍介（兵庫県立大）

三間圀興（光産業創成大学院大）

１．概要

第４２回European Physical Society Conference on Plasma

Physics（EPS）は，２０１５年６月２２日から２６日までポルトガ

ル，リスボンで行われた．会場となったCentro Cultural

de Belémは，リスボンの中心部から数 kmほど離れた郊外

にあり美術館やコンサートホールを有するリスボン最大の

文化センターである．またBelémは大航海時代にポルトガ

ルからインドへの航路を開拓したヴァスコ・ダ・ガマが出

発した場所として有名で，会場の前にある世界遺産のジェ

ロニモス修道院にはヴァスコ・ダ・ガマの墓所があり，眼

前に美しいテージョ川が広がる景勝地である．今回のEPS

は総登録者数７４０名で基調講演１３件，招待講演６６件，口頭発

表８６件，ポスター発表５７４件の例年並みの規模で開催され

た．プログラムのトピックスは，今年も（１）磁場閉じ込め，

（２）ビームプラズマと慣性核融合，（３）低温・ダストプラズ

マ，（４）基礎・天体プラズマの四つのカテゴリーに分けら

れていた．午前の始まりは基調講演で始まり，その後，招

待講演と口頭発表が四つのカテゴリーに分かれてパラレル

セッションで行われた．午後はポスターセッションが行わ

れた後に，再び招待講演と口頭発表のパラレルセッション

であった．今回の発表者の傾向は，磁場閉じ込めの発表件

数が全体の約 2/3 を占めており例年より割合が多かったよ

うに思える．会議のトップを飾ったのは２０１５年のAlfvén

Prize を受賞したプリンストン大学のNathaniel Fisch氏の

レクチャー講演である．Fisch氏はいうまでもなくRF波に

よるプラズマ電流駆動の基礎的な理論を構築した研究者と

して，たいへん有名で私からあらためて紹介する必要もな

いだろう．受賞講演では自らの理論を実証した研究者とし

て私の恩師でもある田中茂利先生の名前もあげて感謝の言

葉を述べられていた．基調講演は幅広いプラズマ分野の研

究者が共通のテーマに対して議論が行えるように工夫した

話題が今年も選ばれていた．どの基調講演も他分野の研究

者が興味をもち容易に理解できるように構成されており，

プラズマ物理研究者として，他では味わえないような楽し

い至福の時間であった．今回のEPS会議のハイライト

は，新しく ITER機構のDirector General に就任されたB.

Bigot氏が来られたことであろう．Bigot氏は ITER機構の

新しい運営方針や ITERの最新の建設状況，また物理に関

する課題について講演された．ITERプロジェクトが現在

直面している問題を的確に説明され，また会場からの質問

にも真摯かつ丁寧に答えられた．新しい機構長に対する会

場の反応は非常に好意的で，これからの活躍に対する期待

が大きかったように思える．ところで残念だったことは例

年に比べて日本人の参加者が少なかったことである．日本

人による招待講演と口頭発表は数件しかなく，さびしかっ

た．一方，アジアでは中国，韓国の参加者が近年増加傾向

にあり招待講演，口頭発表件数も増えている．その分さら

に日本の存在感が薄れてしまったように思える．来年は多

くの日本人研究者が，この素晴らしい会議に参加されるこ

とを願ってやまない． （南 貴司）

２．磁場閉じ込め核融合プラズマ

今回の本カテゴリーのハイライトは I. Nunes 氏による

JETの ITER like wall（ILW）実験に成果報告であった．

ITERで計画されている壁，ダイバータ板と同じ材料であ

る第一壁としてベリリウム（Be）材，ダイバータとしてタ

ングステン（W）材を JET装置に装備し，その優れた低燃

料リテンション性能を確認するとともに高閉じ込めプラズ

マへの影響を調べるのが本研究の目的である．報告では従

来の炭素壁に比べて ILWでは閉じ込め時間が約６０－７０％

程度（��＞2.5 MA）であるという問題点が指摘された．そ

の原因はH-mode時のペデスタル領域の温度がBe/W材の

場合は炭素材と比べて低いことである．窒素シーディング

によってペデスタルの密度を保ちつつ温度をあげることが

可能であることが明らかになったが，現状では炭素壁と同

等のプラズマ性能には達していない．この結果は ITERの

プラズマ性能に大きな影響を与えると考えられるため精力

的に活発な議論がかわされた．ILWの問題点がH-mode

形成時のペデスタルであることや，やはり ITER計画で重

要な問題であるELM制御の問題解決のため，今回も周辺

輸送障壁とELMに関する研究が非常に多かった．トカマ

クコミュニティーは全力を投入してH-mode の性能向上に

取り組んでいるようである．特に今回はペデスタルのフ

ローや電場シアに注目するだけでなく，ペデスタル中の乱

流構造がペデスタルの形成に，いかなる影響を与えるのか

という問題点に注目した研究発表が目立った．DIII-D の S.

Mordjick氏は，H-modeに対してRMPを作用させた時の粒

子輸送の増加をRotationbrakingによるE×Bシアの減少に

よる揺動の増加，さらにそれによる分布の変化を原因とす

る成長率の変化に結びつけて明確に説明していた．またプ

ラズマ輸送に対する同位体効果に関しても，精力的に調べ

られていて，ASDEXUpgradeの P. Hennequin氏はドップ

ラー反射計による乱流揺動計測からトカマクプラズマ中の

乱流揺動には短い相関長と長い相関長をもつものがあり同

位体効果を調べたところ短い相関長をもつものは，ジャイ

ロボーム的な性質があり，長い相関長をもつものは軽水素

と重水素では違いがないと報告した．F. Ryter 氏は L-H
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遷移においてはイオン熱流速が鍵となる役割を果たしてい

て，重水素に比べて軽水素の遷移のためのパワー閾値が高

いのはイオン熱流束が大きいことから説明できることを示

していた．今回はアジアの実験装置，中国や韓国から多く

の発表があり印象的であった．特に中国のEAST装置の

B.N. Wan氏の発表では，低域混成波電流駆動によるELMs

緩和実験やリチウムエアロゾル入射実験によるELMがな

い又は小さいH-mode の実現など，アメリカ勢やヨーロッ

パ勢とは異なるアプローチで問題に取り組んでいて興味深

かった．一方，ヘリカルプラズマに関する発表は全体的に

少なかった．その中でも，TJ-II 装置の F. Castejon 氏は

TJ-II 装置の磁気井戸の閉じ込めに対する効果を詳細に調

べた結果を報告した．TJ-II 装置においてもWS‐７AS装置

やLHD装置の実験結果と同様にMercer不安定な領域でも

安定なプラズマを生成することが可能であり磁気井戸の減

少が閉じ込め特性に与える影響は観測されていない．

HIBP による揺動計測から磁気井戸減少時の揺動レベルの

増加と非対称なフラックスの生成は自己組織化機構の存在

を示しているということであった．ヘリカルプラズマ研究

者として発表数が少なかったのは残念だがWS‐７Xの

ファーストプラズマが，いよいよ２０１５年８月２４日に予定さ

れているという報告があり，ヘリカルプラズマ研究におい

ても新しい時代の到来が期待されるだろう． （南 貴司）

３．ビームプラズマと慣性核融合

レーザー生成プラズマならびに慣性核融合プラズマ

（BPIF: Beam Plasma and Inertial Fusion）関連で，３件の

プレナリー講演：「レーザープラズマ相互作用と衝撃点火」

（V.Tikhonchuk 氏，ボルドー大学），「レーザープラズマ

加速研究の発展と挑戦」（S.M. Hooker 氏，オックスフォー

ド大学），ならびに，「天体プラズマにおける粒子加速と磁

場生成」（A. Spitkovsky 氏，プリンストン大学）があった．

さらに，今年度のAlfvén Prize 受賞者であるN. Fisch 氏に

よる講演で，レーザープラズマ誘導ラマン散乱によるパル

ス圧縮に関する話題が取り上げられた．分野別講演で

は，４つのパラレルセッションのうちの一つがBPIF（ビー

ムプラズマと慣性核融合）で，５日間にわたる７セッショ

ンで１５件の招待講演と２５件の口頭発表が行われた．また，

BPFI のポスターセッションで約１００件の発表があった．残

念ながら，今年は日本からBPFI 関連でのプレナリー講演

と招待講演はなく，口頭発表２件のみであった．レーザー

核融合の最先端：NIFによる点火実験の最近の動向につい

て，ローレンスリバモア研究所のM. Rosen 氏から報告が

あった．高いレーザー強度で立ち上げる爆縮（High Foot

Implosion）で高い中性子発生に成功し，間接照射爆縮物理

の理解が急速に進んでいる．現在，シミュレーションによ

る実験結果の再現に成功し，高密度カーボン燃料球の導

入，ラグビー形状のホールラオムや低密度ガス封入のホー

ルラオムの導入等により，多様な点火実験が進みつつあ

り，点火実現へ向け急速に研究が展開すると期待される．

レーザー核融合に関するもう一つの話題として，プレナ

リー講演で衝撃波による点火研究の現状が報告された．

300 Mbar の求心衝撃波をレーザーアブレーションで発生

し，球状収縮により中心に反射衝撃波で約１００倍：30 Gbar

の圧力を発生することが目標である．現在，300 Mbar のア

ブレーション圧力が強度１０１６W/cm２の紫外線レーザーで

発生することに成功している．高強度のレーザーがスケー

ルの大きいコロナプラズマ（スケール長：1 mm前後）と

相互作用し，異常吸収により発生する50 keV前後の高エネ

ルギー電子が作り出すアブレーション圧力が研究対象であ

る．誘導ラマン散乱やTwoPlasmonDecayによるレーザー

吸収／高エネルギー電子の発生と高密度領域へのエネル

ギー輸送につき，理論と実験による研究が進んでいる．と

くに，ロチェスター大学で 20～25 kJ の紫外レーザーを球

状ターゲットに照射し 300 Mbar の圧力の発生に成功した

ことは特筆にあたる．衝撃波点火はヨーロッパでも急速に

研究の輪が広がっている．一方，高速点火については，ボ

ルドー大学のレーザープラズマ研究グループや大阪大学

レーザー研による高エネルギー電子輸送の磁場ガイドが注

目されている．レーザー粒子加速，レーザー宇宙物理，

レーザーによる超高圧物性等についても，最近の色々なト

ピックスがプレナリーや招待講演で紹介された．レーザー

電子加速では，米国ローレンスバークレー研究所で 4.2

GeV の加速に成功したことが注目された．また，関連して

ウエーク場中からのシンクロトロン放射によるX線発生と

その応用が注目される．さらに，レーザープラズマ中の無

衝突衝撃波の研究と，それによるイオン加速とその応用や

宇宙線の加速機構の物理研究も注目されている．高速度プ

ラズマ衝突によるレーザー生成無衝突衝撃波の研究が米国

やわが国で進んでいるが，まだ衝撃波前面でのイオンの反

射による加速は実験的に観測されておらず，今後の衝突実

験による実証を期待したい．以上のように，BPIF分野では

多様な研究が新展開をみせており，今後のヨーロッパ物理

学会講演のさらなる充実を期待したい． （三間圀興）

４．基礎・天体プラズマ

基礎・天体プラズマ（BAP）のカテゴリーからは，約８０

件発表があった．今回は特に無衝突衝撃波やそれによる粒

子加速，磁場生成の理論・シミュレーションについての講

演が多かった印象である．多くは会議の運営を行っていた

現地リスボンの IPFN（Institute of Plasma and Nuclear Fu-

sion）のグループからの発表であり，当グループが米国

UCLAと共同で開発しているPICコードOSIRISを用いて

いる関係であろうと思われる．関連する基調講演として

A. Spitkovsky 氏（プリンストン大学）が「天体プラズマに

おける粒子加速と磁場生成」について講演を行った．講演

では天体プラズマにおける非熱的な（高エネルギー）粒子

の存在とそれによるシンクロトロン放射などが，超新星残

骸やジェットなどにおける無衝突衝撃波と関連しているこ

とを紹介した後，無衝突衝撃波の物理機構の説明があっ

た．そこでは，衝撃波自身と電磁乱流，粒子加速が相互に

関連する多階層系をなしていることが強調された．運動論

シミュレーションによって，Alfvén マッハ数の逆数で表さ

れるmagnetization と衝撃波に対する磁場の傾きが衝撃波
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の構造をコントロールすること，エネルギーにして１０％程

度のイオンがベキ則に従う非熱的分布を形成すること，

Weibel不安定による磁場の増幅機構などが示された．他に

BAPカテゴリーからの基調講演として，大村善治氏（京都

大学）がホイスラーモードコーラスの観測とその生成機構

についての講演を行った．ホイスラーモードコーラスとは

ホイスラー波の変調現象で，講演では衛星によって観測さ

れた様々なパターンの電磁波を音に変換したコーラスが再

生された．鳥がさえずる音のような大変印象深いもので

あった．この現象は，高エネルギー粒子と波が相互作用す

ることによって発生することが説明された．運動論的シ

ミュレーションによって，粒子が波にトラップされ電子

ホールが形成されるときに上昇調の変調が起こることが明

らかにされた．質疑応答時にはフロアから，核融合プラズ

マにおいても周波数 chirping という類似の現象があり，理

論が発展していることが指摘された．Alfvén PrizeのFisch

氏の講演と並んで，粒子―波動相互作用を本会議の一つの

焦点にしようという意図が感じられた．N. Loureiro 氏

（IPFN）の基調講演では，磁気リコネクションにおけるプ

ラズモイドの効果についての解説があった．磁気リコネク

ションにおいては，前記２つのテーマと同様，運動論効果

が重要な役割を果たすが，本講演では打って変わって，電

磁流体力学（MHD）モデルの範疇で高速磁気リコネクショ

ンが起こりうることを説明した．MHDモデルでは磁気リ

コネクションを媒介しうる物理機構は電気抵抗のみである

が，粒子間衝突による電気抵抗の強さを表す Lundquist

数が大きい領域では，電流シート構造が不安定になりプラ

ズモイド構造が形成される．さらに，フラクタルな電流

シートが存在するというモデルを援用することによって，

安定に存在しうる最小の電流シートが不安定性の閾値とな

る臨界 Lundquist 数（電流シートの長さに依存する）に

よって決まり，そのため磁気リコネクション率は臨界

Lundquist 数によって規定される，すわなち巨視的な

Lundquist 数によらないことになることを説明した．

（沼田龍介）

会場のポルトガル・リスボンの Centro Cultural de Belém． 京都大学生存圏研究所大村善治氏による基調講演．
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インフォメーション

■会議報告 第３２回電離気体現象国際会議
（XXXII InternationalConferenceonPhenomena in
Ionized Gases）

清水一男（静岡大）

標記国際会議（XXXII ICPIG）が，２０１５年７月２６日から

３１日までの６日間，ルーマニア東部の都市ヤシにて開催さ

れた．ヤシはかつてモルドヴァ公国の頃には首都として発

展を遂げた都市でもあり，近隣には世界遺産に認定された

教会などの史跡が現存している．また会場であるAlexan-

dru Ioan CuzaUniversity of Iasiはルーマニアでも最も古い

大学（１８６０年設立）とのことである．

ICPIG は主にヨーロッパにおいて２年に１回の頻度で開

催されてきた歴史のある国際会議で，電離気体現象につい

て，基礎分野から応用分野までを幅広く扱う点が特徴であ

り，参加者も比較的，多く推移してきた．

本会議の参加者は公式ウェブサイトより３０９名，発表件

数総数は２９５件とのことであり，その内訳はGeneral Lec-

tures １０件（単独セッション），Topical Lectures ２４件（２

会場パラレル），２つの特別セッションでの Invited Lec-

tures８件（単独セッション），および，ポスター発表２４８

件（４回に分けて開催）であった（プログラムによる発表

件数と一致しない）．今回の会議は過去の参加者数（ICPIG

XXX ４１２名，ICPIG XXXI ４７６名）と比較すると大幅な

減少傾向がみられた．現地実行委員に確認すると，２０１５年

度は他の放電プラズマや関連する会議も多く，そちらへの

参加によるため分散したのであろう，とのことであった．

参加国はルーマニアや近隣東欧諸国はもちろん，フラン

ス，ドイツ，イギリス，米国，日本など３６カ国とのことで

あった．我が国からは２０名程度の参加者があり，これも過

去の日本からの参加者数と比較すると半数程度となった．

本会議における研究分野とポスターセッションでの発表

件数を表１に示す．１７の分野にまたがっており，先に示し

たように基礎から応用分野，低気圧から大気圧プラズマま

でほぼ全てを網羅しているといえ，その中でも基礎分野では，

１．Elementary processes and fundamental data，５．Mod-

eling and simulation techniques，６．Plasma diagnostic

methods の３分野が，応用分野では，１０．Non-equilibrium

plasmas and microplasmas at high pressures，１３．Plasma

processingof surfaces andparticles，１６．Medical, biological,

environmental and aeronautical applications の３分野の発

表件数が多い結果となった．

また豊富なソーシャルイベントが会議と合わせて行われ

るのも ICPIG の恒例である．例えばConference excursion

では３つのコースが設定された．

１．History and culture at the edge of the Carpathians:

Neamt Stronghold & Monastery

２．BucovinaTouch: - SuceavaStronghold -BucovinaVil-

lage Museum - Voronet Monastery

’
３．Iasi, the capital ofMoldavia - local culture and history

それぞれの詳細は公式ウェブサイトに譲るが，全体で１９５

名（参加者全体の約 2/3）の参加があったとのことである．

筆者は２番の世界遺産でもあるブコビナ地方の修道院巡

りに参加したが，帰りは夜の１１時になってしまった．日の

長いヨーロッパならではの楽しみといえよう．また最終日

の前にはGala Dinner が開催され，ルーマニア独自のダン

スや古楽器による演奏も楽しむことができた．次回第３３回

会議 ICPIG２０１７はポルトガル・リスボンで開催されると

のことである．次回は日本からも大勢の参加を期待した

い．

（２０１５年８月６日原稿受付）

分 野 件

A. Fundamentals

1. Elementary processes and fundamental data ２４

2. Thermodynamics and transport phenomena １

3. Plasma wall interactions, electrode and surface
effects

６

4. Collective and nonlinear phenomena ５

B. Modeling, Simulation and Diagnostics

5. Modeling and simulation techniques ２４

6. Plasma diagnostic methods ３５

C. Plasma Sources and Discharge Regimes

7. Astrophysical, geophysical and other natural
plasmas

４

8. Low pressure plasmas １９

9. High frequency discharges １３

10. Non-equilibrium plasmas and microplasmas at
high pressures

３１

11. Thermal plasmas ７

12. Complex and dusty plasmas, ion-ion plasmas,
mixed phase plasmas

１５

D. Applications

13. Plasma processing of surfaces and particles ３５

14. High pressure and thermal plasma processing ３

15. Plasma lamps and radiation sources ２

16. Medical, biological, environmental and aeronau-
tical applications

１９

17. Plasma power and pulsed power technology,
particle sources

５

合 計 ２４８
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インフォメーション

■人事公募
京都大学大学院工学研究科原子核工学専攻

１．職種および人員：教授１名

２．所 属：原子核工学専攻 核エネルギー工学講座

３．専門分野：核エネルギー工学における計算物理（炉心

プラズマ）．核エネルギー工学分野におけるさまざま

な物理現象を解明する計算物理の基礎を教授するとと

もに，効率的な計算物理手法を駆使して課題解決に向

けた先進的な研究を行うこと．特に高速イオンが存在

する核融合炉心プラズマのモデリングとシミュレー

ションについて，実験シナリオ策定から炉設計にわた

る幅広い視野をもって取り組むこと．計算物理の素養

を身に付け，展開力を備えた人材を育成すること．

４．応募資格：博士学位を有すること

５．任 期：なし

６．着任時期：２０１６（平成２８）年４月１日以降なるべく早

い時期

７．提出書類：

�履歴書（写真貼付．学歴，職歴，資格を記載．連絡
先，E-mail を明記）

�研究業績リスト（査読付き原著論文，国際会議論文，
著書，解説，特許等に区分）

�主要論文５編の別刷りまたはコピー
�教育に関する実績と今後の抱負

�研究に関する実績（主要論文に対応させて記述）と
今後の抱負

�その他参考となる実績リスト（外部資金，受賞，学
会活動等）

�所見を伺える方１～２名の氏名と連絡先
�～�の書類については正１部，副６部を提出のこと

８．書類送付先：

〒６１５‐８５４０ 京都市西京区京都大学桂C３棟

京都大学大学院工学研究科原子核工学専攻

専攻長 神野郁夫

封筒に「応募書類在中」と朱記し，簡易書留で送付の

こと

９．応募締切：２０１５年１０月２６日	必着
１０．問合せ先：原子核工学専攻 専攻長 神野郁夫

TEL：０７５‐３８３‐３９１１，E-mail: head@nucleng.kyoto-u.ac.jp

１１．その他：

・京都大学は男女共同参画を推進しています．多数の

女性研究者の積極的な応募を期待します．

・本専攻の概要についてはホームページ（http://

www.ne.t.kyoto-u.ac.jp）を参照してください．

・提出いただいた書類は，採用審査にのみ使用しま

す．正当な理由なく第三者への開示，譲渡および貸

与することは一切ありません．応募書類はお返しし

ませんのであらかじめご了承願います．
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インフォメーション

■人事公募
九州大学大学院総合理工学研究院エネルギー理工
学部門

１．募集人員：教授１名

２．所属部門：エネルギー理工学部門エネルギーシステム

学大講座エネルギー変換理工学研究分野

３．職務内容：

高密度高エネルギー状態でのエネルギー変換と利用

を念頭に置いた広義のエネルギー変換理工学を対象と

し，高エネルギープラズマの高効率利用技術の開発と

それを支える学際理工学分野（例えば，次世代宇宙機

推進システム開発等に関連したプラズマ・核融合工学

分野等）に新しい視点を持ち込み，国際的にも競争力

のある教育と研究を行える方を望む．

九州大学大学院総合理工学府先端エネルギー理工学

専攻，及び工学部エネルギー科学科における教育及び

人材育成に貢献できる方，また学部基幹教育にも携

わっていただくことがあります．先端エネルギー理工

学専攻と工学部エネルギー科学科の教育内容はhttp://

www. aees. kyushu-u. ac. jp/， http : //www. energy.

kyushu-u.ac.jp，http://www.artsci.kyushu-u.ac.jp をご

参照ください．

４．任 期：任期なし

５．着任時期：２０１６年４月１日

６．応募資格：博士の学位を有する方

７．提出書類：

�略歴書（写真添付）
�業績書（論文（査読有り，無しに分類），総説・著書

等，特許，受賞歴，その他に分類）

論文・著書に関して印刷中のものについては別記ま

たは明記すること

�主要論文５編以内の別刷（コピー可）（インパクト
ファクター，引用回数等のリストを添付）

�業績説明（図を含めてA４用紙 ２‐３枚程度）

�着任後の研究と教育に関する抱負と展望（２０００字程
度）

�本人についてご意見を伺える方２名の氏名と連絡先
８．応募締切：２０１５年１１月６日�必着
９．書類提出先・問い合わせ先：

〒８１６‐８５８０ 福岡県春日市春日公園６‐１

九州大学大学院総合理工学研究院 エネルギー理工学

部門 部門長 深田 智

Tel ０９２‐５８３‐７６０８，Fax ０９２‐５８５‐６０５０，

E-mail sfukada@nucl.kyushu-u.ac.jp

封筒に「教員応募書類在中」と朱書し，書留または簡

易書留で送付してください．

なお，応募書類は採用審査にのみ使用し，返却いたし

ません．

１０．選考方法：書類審査および面接

１１．そ の 他：

○九州大学では，男女共同参画社会基本法（平成１１年

法律７８号）の精神に則り，教員の採用を行っていま

す．

○また本学では，新規採用教員は原則として採用後５

年間は英語による授業を担当することとなります．

○公募の詳細は、下記URLを参照ください。

http://www.aees.kyushu-u.ac.jp/keyword.html
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インフォメーション

■人事公募
北海道大学大学院工学研究院量子理工学部門

１．公募人員：准教授１名

２．所 属：北海道大学大学院工学研究院量子理工学部

門プラズマ理工学分野

３．専門分野：プラズマの工学的応用分野，または，それ

に関連する基礎分野

４．応募資格：着任時に博士の学位またはPhDを有すると

ともに，募集する専門分野における研究実績を有し，

他分野との学際・融合研究の開拓に意欲のある方

５．着任時期：２０１６年４月１日以降のできるだけ早い時期

６．任 期：なし

７．提出書類：

�履歴書
�研究業績目録（論文等に係る業績，競争的外部資金
獲得の実績，所属学協会およびその活動，社会貢献

実績，受賞等）

�教育実績（教育指導に係る実績，教育改善に係る実
績等）

�最近５年間の主要論文５件の写し各１部
�採用された場合の研究計画（図表を含めA４用紙３
～４枚）

�採用された場合の教育に対する抱負（１０００字程度）
�本人について参考意見を伺える方２名の氏名・所属
等

８．公募締切日：２０１５年１１月９日	必着
９．書類提出先：〒０６０‐８６２８ 札幌市北区北１３条西８丁目

北海道大学工学系事務部総務課（人事担当）

１０．問合先：北海道大学大学院工学研究院量子理工学部門

部門長 梅垣菊男，TEL：０１１‐７０６‐６６７３，

Email: umegaki@eng.hokudai.ac.jp

１１．その他：提出書類およびそのフォーマット等に関する

詳細は以下のURLをご参照ください．

http://yggdrasil.eng.hokudai.ac.jp/download_file/files

/qjin/pa27-26.pdf
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